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『
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
』〜
旧
海
軍
の
水
道
施
設
〜
が

国
の
重
要
文
化
財
指
定
に
な
り
ま
す

　

こ
の
度
、
む
つ
市
宇
田
町
・
桜
木
町
に
あ
る
『
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
』が
、
我
が
国
に
と
っ
て
歴

史
上
価
値
の
高
い
も
の
と
し
て
、国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

東
北
地
方
で
最
初
に
建
設
さ
れ
、
近
代
水
道
施
設
史
上
で
も
そ
の
価
値
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
石
造
の
構
造
物
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
で
非
常
に
精
微
な
造
り
で
あ
り
、
明
治
後
期
に
お
け

る
石
造
河
川
構
造
物
の
技
術
水
準
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
す
。
原
材
料
に
は
近
く
の
抱
山
か
ら
大
量
な

安
山
岩
を
採
取
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
道
施
設
は
、
昭
和
59
年
に
む
つ
市
文
化
財
、
平
成
５

年
に
は
県
重
宝
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
60
年
に
近
代
水
道
百
選
に
選
定
、
平
成
13
年
に
土
木
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
源
池
公
園
の
象
徴
的
な
沈
澄
池
堰
堤
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
最
古
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム
と
思
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
度
の
調
査
で
、
兵
庫
県
に
所
在
す
る
水
道
施
設
の
ア
ー
チ
式
堰
堤
に
次
ぐ
も
の
と
判
明
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
制
施
行
50
周
年
、
合
併
５
周
年
、
さ
ら
に
沈
澄
池
堰
堤
の
竣
工
か
ら
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
、
重
要
文
化
財
の
指
定
と
な
る
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【文化財の種別】 重要文化財

【名称および員数】

　旧
きゅうおおみなとすいげんちすいどうしせつ

大湊水源地水道施設　３所
しょ

　・第
だいいちいん

一引入
にゅうこう

口 

　・沈
ちん

澄
ちょう

池
ち

堰
えんてい

堤 

　・乙
おつ

水
すいそう

槽 

　○ 附
つけたり

　　・大
おおちか

近川
がわ

取
しゅすいじょ

水所　・甲
こう

水
すいそう

槽

◇附とは、他の構造物と一体となって、

価値を形成する付属的なもの。

【
沿　
　

革
】

　

旧
大
湊
水
道
施
設
は
、
明
治
35
年
に
開
庁
し
た

大
湊
水
雷
団
（
お
お
み
な
と
す
い
ら
い
だ
ん
・
明
治

38
年
に
大
湊
要
港
部
、
昭
和
16
年
に
大
湊
警
備
府

に
改
組
）の
艦
船
補
給
用
水
の
確
保
を
主
な
目
的
と

し
て
釜
臥
山
を
水
源
と
す
る
宇
田
川
に
建
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
明
治
35
年
竣
工
の
第
一
引
入
口
、

同
42
年
竣
工
の
沈
澄
池
堰
堤
お
よ
び
43
年
竣
工
の
乙

水
槽
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後

は
、
旧
大
湊
町
の
水
道
施
設
と
し
て
引
き
続
き
使
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
51
年
に
廃
止
さ
れ
、
現

在
は
水
源
池
公
園
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○附 :甲水槽
　明治 43年に竣工。この水槽は沈澄

池南側に造られた大近川からの導水が

沈澄池に入る前に経由する面積 4.75

㎡、内径 2.46 ｍの煉瓦造りの構造物

です。

○附 :大近川取水所
　明治 43年に竣工。沈澄池より800

ｍ西南に位置し、取水した水を沈澄池

まで管路で送水していました。現在は、

大湊川中流沿いに面積9.35 ㎡の石積

の建造物が現存されています。

※
現
在
、
こ
の
『
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
』は
、

漏
水
お
よ
び
危
険
防
止
の
た
め
、
公
園
内
は

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
う
処
置
を
と
っ
て

お
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
大
変
お
見
苦
し
く
、

ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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【水源池公園略図】
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釜臥山スキー場

○沈澄池堰堤
　明治42年10月に竣工。

　水道施設の中でも特に象徴的な構造物で、間知

石を多量にしきつめた重力アーチ式石造堰堤には

４箇所の排水溝があり、正面中央には取水塔が設

けられています。沈澄池の能力は5,000ｔで、艦

船、海軍1,000人に供給されていました。

　また、大近川（現大湊川）からの導水と、宇田川

からの流水に含まれる土砂を沈澱させ良質の水だ

けを乙水槽に送水する機能をもっていました。

○第一引入口
　明治35年に竣工。

　構造物の中では一番古く、横須賀鎮守府大湊水

雷団の開庁と同時期に造られました。宇田川から

取り入れた流水の上澄みを同時期に竣工した貯水

池に送水していました。

　宇田川の中流域に位置する一辺３ｍの枡形の石

造構造物です。

○乙水槽
　明治43年に竣工。

　沈澄池から引かれた水を濾過池と艦船給水所の

2方向に分岐するために造られた円筒形の煉瓦造

構造物です。水槽の上には正八角形平面の木造上

屋を設けています。

☆
祝
！！ 

重
要
文
化
財
指
定
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旧
大
湊
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源
地
水
道
施
設
』


